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（独）森林総合研究所理事長

鈴木和夫

森林・林業・木材産業を巡る研究の展望
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総合科学技術会議

科学技術基本計画

 

分野別推進戦略

 

気候変動に関する補完的科学技術政策

総合科学技術会議

科学技術基本計画

 

分野別推進戦略

 

気候変動に関する補完的科学技術政策

農林水産省

 

農林水産技術会議

農林水産基本計画

 

農林水産研究基本計画

 

国際研究戦略

農林水産省

 

農林水産技術会議

農林水産基本計画

 

農林水産研究基本計画

 

国際研究戦略

林野庁

 

林政審議会

森林・林業基本計画

 

森林・林業・木材産業分野の研究・技術開発戦略

 

林木育種戦略

林野庁

 

林政審議会

森林・林業基本計画

 

森林・林業・木材産業分野の研究・技術開発戦略

 

林木育種戦略

府省連携

省際研究・
技術開発

府省連携

省際研究・
技術開発

国際情勢

国内情勢

内外ニーズ

温暖化の趨勢

森林・林業・木材産業分野の技術開発の重点課題
森林の有する多面的機能の発揮
林業の持続的かつ健全な発展
林産物の供給及び利用の確保

林木育種の重点課題
林木の新品種の開発及び普及
林木遺伝資源の収集･保存等
海外における林木育種に関する技術協力
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森林・林業・木材産業を巡る基本認識と方向性

（１）温暖化対策

 
（環境）

・低炭素社会・循環型社会の構築

・緩和策と適応策

（２）快適生活環境の構築

 
（健康）

・水土の保全（安心・安全）

・自然共生社会の構築・生物多様性

（３）木質資源の利活用

 
（経済）

・森林生産力・健全性の維持

・経営の効率化・安定化

社会の多様なニーズへ対応

Ｎｅｗ

 
３Ｋ

 
へ

 
（環境、健康、経済）

持続可能な森林
（モントリオールプロセス

枠組みの図解）
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（１）温暖化対策

出展：森林総合研究所研究開発ロードマップ「2050年の森」4



（１）低炭素社会・循環型社会の構築
 

（緩和策）

耐震化技術 防耐火技術

樹木
グリーン
モノマー

（PDCなど）

リグニン

組換え
微生物変換

フィルム

ポリマー化

グリーン
プラスチック

石油由来を代替するグリーンプラスチックの開発
国産材利用の拡大と

200年住宅への耐久性の付与

スーパー樹木の創出による
荒廃地修復技術の開発

Wild type Sense Antisense

環境ストレス耐性を向上させ、

 

花芽制御によりカルタヘナ法

 

をクリアするスーパー樹木を

 

創出

新技術による木造中層ビル

地球の荒廃地の１３％を緑化できれば、日本の森林の130倍の炭素吸収

セルロース
ヘミセルロース

木材バイオエタノール製造プラント

アルカリ蒸解・
酵素法

木質バイオ
エタノール

（北秋田市）
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（１）低炭素社会・循環型社会の構築
 

（適応策）

国家森林資源データーベースの発展 （失われていく）森林生態系の保全技術の開発

温暖化に適応した品種・スーパー樹木の創出

国家森林資源DB

木材製品C

CO2

土壌有機物

分解

光合成

リター
葉・枝・幹

根

呼吸
葉・枝・幹

根

分解
燃焼

チップ
堆肥

化石燃料C

代替
利用 火

災

収穫
木材利用C

C

林
木
C

林
木
C

森林セクタ全体の炭素循環

 
モデル

2050年2000年

気候シナリオ・林業動向予測
に基づく森林資源予測

ブナ林・亜高山帯林植生の分布適域の減少
マツ材線虫病の北上

温暖化耐性の向上

温
暖
化
に
よ
る
ブ
ナ
の
衰
退
予
測

マ
ツ
枯
れ
等
の
北
上

ナ
ラ
枯
れ
と
温
暖
化
の
関
係

シ
カ
被
害
の
拡
大

変化の予測に基づいた
生態系保全技術の開発

病虫獣害の
拡大予防策

遺伝子組み換え等
温暖化耐性の向上

林木の新品種開発 ポプラのゲノム解析 6



（２）快適生活環境の構築

出展：森林総合研究所研究開発ロードマップ「2050年の森」
7



（２）森林の多面的機能の発揮（水土の保全）

多面的機能の発揮
（水土保全、健康と安全を守る）

多様な森林への誘導

間伐の推進、長伐期化、広葉樹林化

山地災害発生予測

水保全機能評価

間伐の推進、長伐期化

多面的機能発揮のた

 
めの広葉樹林化

安全・安心な社会の実現

豪雨による
崩壊の多発

スギ高齢林

水源地のブナ林

年５５万haの間伐

木質バイオマスの利活用へ

利根川源流部の清流

多様な森林が水源を

 
かん養する

温暖化による
気候変動
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自然共生社会の構築 生物多様性保全

野生動物管理
里山の適切な管理

森林セラピー機能の評価

（２）森林の多面的機能の発揮
 

（自然共生社会の構築）

生息地管理による多様性保全

エスカレートする野生動物被害対策、共生へ

快適な生活環境構築と地域の活性化

住民参加型の里山管理
技術的問題の解決

生物多様性条約への貢献

外来種対策による
生態系保全
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年

森林資源の蓄積量
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蓄積量（百万m3）

木材需給の中長期的

 展望の構築

木質バイオマスの利活用
カスケード的利用

経営の効率化・安定化
・路網の整備
・低コスト化
・作業の集約化

循環型社会の核として

 の持続可能な森林管理

持続可能な森林・林業・木材産業の構築
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（３）木質資源の利活用

木材需要（供給）量の変化

森林資源蓄積量の変化

用材支給率の変化
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森林総合研究所内に産学官連携推進室新設（平成21年1月）

森林・林業・木材産業に関わる

 研究開発や共同研究の内容な

 ど、情報提供する

• 情報・知識の共有・連携

• 情報循環の場として機能

産学官プラットフォームの実現

（３）木質資源の利活用
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